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2030 年 GHG 排出量削減の

新たな目標を制定

　フジシールグループは、脱炭素社会実現に向けた機運の高まりを受け、2023年12月に、取締

役会の決議を経て中間目標である2030年度のGHG排出量削減率の目標を制定しました。当社

はこれまでにGHG排出量削減に向けて様々な取り組みを行ってまいりましたが、取り組みを更に

加速させるべく、パリ協定　 に基づく温室効果ガスの排出削減目標であるSBTの認定機関である

SBTiに対し、2023年3月にコミットメントレターを提出しています。これより2年以内にSBTの

認定取得を目指しています。

【新目標：2030年度　温室効果ガス削減】

Scope1&2　  : 42%削減（2022年度比）

Scope3        
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: 25%削減（2022年度比）

パリ協定：世界の平均気温上昇を産業革命前と比較して、2℃より充分低く抑え、1.5℃に抑える努力を追求することを目的とした国際協定

Scope1&2：自社の事業活動における温室効果ガスの直接排出：燃料の燃焼等及び、間接排出：電気、熱・蒸気の使用等

Scope3：Scope1&2以外の間接排出
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図１：　基準年 GHG 排出量と目標 GHG 排出量
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　フジシールグループではGHG排出量削減のため、これまでも省エネ活動や再生可能エネルギー

の導入を進めてきました(図2　　 参照 )。2024年1月からは新たにドイツ工場・筑波工場での再

生可能エネルギー導入も始まり(図2　　 参照） 、新目標の達成に向け、フジシールグループ一丸とな

り、一層の削減に取り組んでまいります。

　また、今回新たに設定した新目標では Scope3 の削減にも着手いたします。自社における

GHG削減貢献量の拡大を進めるため、従業員、お客様やパートナー企業とともに脱炭素に取り

組んでまいります。

【新目標に向けた取り組み】
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図2：　フジシールグループで導入された再生可能エネルギー

 




